
みんなの力を結集して仕事確保
労
働
条
件
改
善
、組
織
強
化
を
図
ろ
う
!

建
設
長
崎
第
六
十
九
回
定
期
大
会
が
、
七
月
十

三
日
に
長
崎
新
聞
社
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
に
は
県
下
十
五
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
代

議
員
を
は
じ
め
約
二
四
〇
名
が
出
席
。

大
会
は
午
前
十
時
に
里
副
委

員
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う

の
後
、
大
会
諸
役
員
の
選
出
が

あ
り
髙
谷
資
格
審
査
委
員
長
の

報
告
を
受
け
て
、
大
会
の
成
立

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
勇
退
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
相
川
委
員
長
は
建
設

業
に
従
事
す
る
労
働
者
が
年
々

減
少
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

「
現
場
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
若
年
技
能
者
・
入
職
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
建
設
業
界
へ

の
転
換
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。」
と
述
べ
、
仕
事
確
保

や
国
保
予
算
確
保
な
ど
私
達
の

要
求
実
現
の
た
め
に
は
推
薦
議

員
団
と
の
連
携
が
必
要
だ
と
来

春
の
統
一
自
治
体
選
挙
の
勝
利

と
組
合
の
更
な
る
飛
躍
発
展
を

託
し
ま
し
た
。

来
賓
で
挨
拶

に
立
っ
た
高
木

義
明
衆
議
院
議

員
は
「
働
く
皆

様
の
安
定
雇
用

の
た
め
に
は
、

設
計
労
務
単
価

や
賃
金
の
引
き

上
げ
が
重
要
。

建
設
業
を
魅
力

あ
る
産
業
と
し
、

若
者
の
入
職
を

促
進
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。
皆

様
の
命
、
暮
ら

し
を
守
り
た

い
」
と
挨
拶
。

他
に
九
州
各
県
連
組
合
の
代
表

や
推
薦
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

組
織
拡
大
で
年
間
拡
大
目
標

を
達
成
し
た
支
部
や
組
織
が
純

増
し
た
支
部
、
ま
た
技
能
功
労

表
彰
な
ど
各
種
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。
全
建
総
連
の
勝
野
圭
司

書
記
長
か
ら
は
社
会
保
険
を
め

ぐ
る
情
勢
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
五
年

度
活
動
経
過
報
告
や
会
計
決
算

報
告
、
平
成
二
十
六
年
度
運
動

方
針
案
、
会
計
予
算
案
な
ど
を

承
認
。

役
員
改
選
で
は
、
前
田
選
挙

管
理
委
員
長
が
平
成
二
十
六
年

度
の
役
員
の
氏
名
を
読
み
上
げ
、

北
村
委
員
長
、
田
中
副
委
員
長

が
新
任
と
な
っ
た
他
、
新
執
行

部
が
全
員
の
拍
手
で
承
認
決
定

し
ま
し
た
。

今
年
は
相
川
哲
男
前
委
員
長
、

前
田
三
男
前
副
委
員
長
の
他
六

名
の
執
行
委
員
と
執
行
委
員
待

遇
の
北
村
前
青
年
部
長
が
退
任
。

北
村
新
委
員
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
全
員
の

拍
手
で
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

新
執
行
部
を
代
表
し
て
北
村

委
員
長
が
「
来
年
は
組
合
結
成

七
〇
周
年
に
な
る
。
六
十
九
年

間
の
歴
史
を
糧
に
役
員
と
書
記

局
員
が
一
丸
と
な
っ
て
組
合
の

諸
運
動
に
ま
い
進
し
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
議
長
が
「
皆
の
力
を
結

集
し
て
仕
事
確
保
・
労
働
条
件

改
善
・
組
織
強
化
を
図
ろ
う
」

と
十
二
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

読
み
上
げ
全
員
の
拍
手
で
採
択
。

本
大
会
で
決
定
し
た
運
動
方
針

を
全
力
で
推
進
す
る
と
の
大
会

宣
言
を
山
下
青
年
部
事
務
局
長

が
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

最
後
に
丸
田
副
委
員
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
、
北
村
委
員
長
の

音
頭
で
団
結
頑
張
ろ
う
を
三
唱

し
て
定
期
大
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
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第69回定期大会
特 集 号

69
回
大
会

全建総連書記長
勝野 圭司氏

連合長崎事務局長
宮崎 辰弥氏

民主党長崎県総連合代表
衆議院議員
高木 義明氏

社民党長崎県連合幹事長
泉原 正行氏

大
会
出
席
者
数

代
議
員

一
一
六
名

執
行
部

四
四
名

書
記
局

五
一
名

来

賓

二
七
名

合

計

二
三
八
名

（敬称略）

勝野 圭司

矢野 誠

原口 俊一

乙成 治義

楠元 繁芳

船元 健市

宮崎 辰弥

坂本 浩

平野 忠司

枡田 憲二

森田 孝徳

友知 辰次

川上 剛史

水蘆 孝巳

前田 富雄

金子三智郎

泉原 正行

高木 義明

楠 大典

山田 博司

高見 健

池田 章子

田添 政継

村上 信行

早稲田矩子

来賓紹介
全建総連
書記長

福岡県建設労働組合
書記次長

全福岡県建設労働組合
執行委員長

佐賀県建設労働組合連合会
執行委員長

熊本県建築労働組合
執行委員長

大分県建設合同労働組合
執行委員長

連合長崎
事務局長

長崎県平和運動センター
事務局長

長崎市地区労働組合会議
議長

長崎県労働者福祉協議会
事務局長

九州労働金庫長崎県本部
県本部長

全労済長崎県本部
専務執行役員

長崎県教職員組合
中央執行委員長

長建木材供給㈱
取締役部長

建設長崎
元執行委員長

建設長崎
前執行委員長

社会民主党長崎県連合
幹事長

民主党長崎県総支部連合会
代表・衆議院議員

長崎県議会議員

長崎県議会議員

長崎県議会議員

長崎市議会議員

諫早市議会議員

大村市議会議員

佐世保市議会議員
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執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ相川哲男氏

要
求
実
現
に
は
生
の
声
を
自
治
体
へ

本
日
は
、
早
朝
か
ら
、
県
下

十
五
支
部
の
代
議
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
公
私
と
も
ご
多
用
な

中
に
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様

方
に
も
ご
臨
席
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
九
州
各
県
連

組
合
か
ら
も
執
行
委
員
長
・
代

表
の
皆
様
に
駆
け
つ
け
て
頂
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
七
月
十
四
日
に

開
催
し
ま
し
た
、
第
六
十
八
回

定
期
大
会
以
降
は
、
日
本
全
体

が
激
動
し
た
一
年
で
し
た
。

昨
年
の
参
議
院
選
挙
結
果
は
、

自
民
党
が
単
独
過
半
数
を
獲
得

し
、
衆
参
の
ね
じ
れ
現
象
が
な

く
な
り
、
自
民
・
公
明
に
よ
る

国
会
運
営
が
、
強
硬
に
展
開
さ

れ
、
東
北
復
興
は
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
中
、
経
済
再
生
・
景

気
回
復
を
旗
印
に
、
消
費
税
八

％
の
引
き
上
げ
、
集
団
的
自
衛

権
の
解
釈
変
更
や
原
発
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
推
進
な
ど
、
経
済
の
安
定

を
求
め
る
国
民
の
声
を
無
視
す

る
強
権
政
治
の
道
を
推
し
進
め

て
い
ま
す
。

一
方
、
建
設
産
業
を
巡
る
動

き
で
は
、
国
土
交
通
省
が
若
年

技
能
者
の
定
着
を
図
る
為
に
、

公
共
工
事
の
設
計
労
務
単
価
を
、

そ
れ
ぞ
れ
昨
年
、
本
年
と
大
幅

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
建
設
業

に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
ピ
ー

ク
時
か
ら
二
三
八
万
人
も
減
少

し
、
四
五
〇
万
人
を
割
り
込
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
国
も
建
設
業

界
も
若
年
技
能
者
の
不
足
が
建

設
業
界
の
危
機
だ
と
強
く
認
識

し
た
結
果
で
す
。

県
内
で
も
昨
年
七
月
二
十
四

日
に
長
崎
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会
が
設
立
さ
れ
、
多
く
の
共

有
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
中

小
建
設
業
協
会
も
加
入
し
、
連

帯
し
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
国
保
の
国
庫
補

助
に
つ
い
て
は
、
三
、
〇
六
〇

億
四
千
万
円
で
前
年
比
七
四
億

七
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
が
、
被
保
険
者
の
減
少
に
よ

る
療
養
支
出
減
や
組
合
特
定
被

保
険
者
の
増
加
等
を
考
慮
す
る

と
、
現
行
補
助
水
準
を
確
保
で

き
た
と
言
え
ま
す
。

こ
の
事
は
、
全
建
総
連
傘
下

組
合
が
一
体
と
な
っ
て
、
組
合

員
・
家
族
に
よ
る
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
や
地
元
選
出
国
会
議
員
行

動
を
、
粘
り
強
く
展
開
し
た
成

果
と
い
え
、
ま
た
、
組
織
の
強

化
拡
大
の
取
り
組
み
で
は
、
こ

の
一
年
間
、
拡
大
目
標
三
〇
〇

名
を
設
定
し
、
拡
大
行
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

二
六
六
名
の
新
加
入
者
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
厳
し

い
中
で
も
、
年
間
拡
大
目
標
を

東
長
崎
、
浦
上
東
、
佐
世
保
東
、

浦
上
西
、
北
松
の
五
支
部
が
見

事
達
成
し
、
浦
上
東
、
浦
上
西
、

東
長
崎
の
三
支
部
が
年
間
組
織

純
増
を
果
た
し
ま
し
た
。
反
面
、

社
会
保
険
・
市
町
村
国
保
加
入

や
仕
事
不
足
や
転
廃
業
等
で
、

全
体
的
に
は
、
組
織
減
少
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

職
域
防
衛
・
仕
事
確
保
の
取

り
組
み
で
は
、
県
に
対
し
て
、

粘
り
強
い
要
請
行
動
を
行
っ
た

結
果
、
推
薦
議
員
団
の
ご
協
力

も
あ
り
、
念
願
の
住
宅
性
能
向

上
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
創

設
し
て
頂
き
、
三
億
円
が
予
算

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
同

額
の
三
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
下
各
市
町
に
大
反
響

を
及
ぼ
し
、
二
十
五
年
度
は
、

長
崎
市
、
雲
仙
市
、
南
島
原
市
、

島
原
市
、
大
村
市
、
五
島
市
、

壱
岐
市
、
長
与
町
で
独
自
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
新
た
に
、

西
海
市
、
波
佐
見
町
が
独
自
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
の
取
り
組

み
は
、
県
下
の
組
合
員
皆

さ
ん
の
仕
事
確
保
に
役

立
っ
た
も
の
と
、
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
、
本
日
の
定
期
大

会
で
、
執
行
委
員
長
を
退

任
い
た
し
ま
す
が
、
代
議

員
皆
様
の
活
発
な
議
論
の

中
か
ら
、
新
し
い
運
動
方

針
や
予
算
等
を
ご
決
定
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
諸
要
求
実
現
に
は
、

国
や
地
方
自
治
体
に
生
の
声
を

届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
、
ど
う
し
て
も
推

薦
議
員
団
の
お
力
添
え
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
執
行
部
に
は
、
来
年

四
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
、
統
一

自
治
選
挙
を
戦
い
抜
い
て
頂
き
、

更
な
る
建
設
長
崎
の
飛
躍
発
展

に
、
ご
奮
闘
頂
き
ま
す
よ
う
、

節
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
執
行

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す
。

在
任
中
の
御
礼
・
今
後
の
奮
闘
と
飛
躍
発
展
を
！

建設長崎第69回定期大会スローガン（案）
⑴ 組織強化確立の為に、拡大を図り300名

を加入させよう！
⑵ 集中的なふれあい行動の実践で、内部強

化を図ろう！
⑶ 青年部・主婦会の充実を図り、家族ぐる

みの運動に発展させよう！
⑷ 県下全域に住宅リフォーム助成制度創設

と拡充を図ろう！
⑸ 設計労務単価の引き上げで、建設技能者

の賃金を確保しよう！
⑹ 魅力ある建設産業を目指し、若年技能者

が育つ環境を図ろう！
⑺ 長建国保の国庫補助を現行水準の確保で

生命と健康を守ろう！
⑻ 助けあい共済の健全運営で、組合員の福

祉共済の充実を図ろう！
⑼ 建設現場から労働災害撲滅と未適用現場

をなくそう！
⑽ 大衆増税に反対し、納税者の権利を確立

しよう！
⑾ 統一自治体選挙に勝利し、憲法を守ろう！
⑿ 機関紙「建設長崎」を充実させ、みんな

が読む新聞にしよう！

（敬称略）
大会諸役員

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

長
崎
県
議
会
議
員浜

口

俊
幸

長
崎
県
議
会
議
員西

川

克
己

長
崎
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
長

宮
本

明
雄

島
原
市
長

古
川
隆
三
郎

雲
仙
市
長

金
澤
秀
三
郎

西
海
市
長

田
中

隆
一

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

松
浦
市
長

友
広

郁
洋

平
戸
市
長

黒
田

成
彦

島
原
市
議
会
議
員草

野

勝
義

時
津
町
長

吉
田

義
徳

長
与
町
議

吉
田

愼
一

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会

工
藤
政
志
郎

秋
田
建
築
労
働
組
合佐

々
木
澄
夫

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

三
浦

一
男

福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

宮
地

明

茨
城
県
建
築
連
合
会中

野

進

栃
木
県
建
設
労
働
組
合

手
塚

邦
雄

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会

森
田

良
雄

建
設
埼
玉

吉
田

三
男

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

斉
藤

顕

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合

鈴
木

徳
男

首
都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン

伊
東

昇

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

白
田

宏
記

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会

深
澤

俊
雄

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

林

衛

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部

嶋
田

繁

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合

鈴
木

勉

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

久
野

弘

全
愛
知
建
設
労
働
組
合

横
山

貢

三
重
県
建
設
労
働
組
合

杣
川

光
孝

全
京
都
建
築
労
働
組
合

吉
岡

徹

大
阪
建
設
労
働
組
合関

谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合

近
井

教
博

奈
良
県
建
設
業
振
興
会

栗
山

司

和
歌
山
建
設
労
働
組
合

坂
本

和
美

鳥
取
建
築
連
合
会池

田

勝
美

島
根
県
建
築
組
合
連
合
会

津
森

強

岡
山
県
建
設
労
働
組
合

塩
田

康
弘

広
島
県
建
設
労
働
組
合

奥
川

正
司

建
設
山
口

山
本

克
己

徳
島
県
建
設
労
働
組
合

西
岡

孝
義

フ
レ
ッ
セ

緒
方

巧

香
川
建
設
労
働
組
合中

西

孝
司

愛
媛
県
建
設
労
働
組
合

高
岡

聖
泰

高
知
県
建
設
労
働
組
合

杉
本

義
忠

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

下
川

一
雄

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

乙
成

治
義

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

船
元

健
市

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

吉
行

博
己

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

皆
元

鐡
夫

●大会議長

●選挙管理委員長

●大会書記

金子芳雄（大村）

井関一幸（大村支部担当）

前田三男

山川 進（佐世保北）

●大会運営委員長兼
資格審査委員長

森 一公（市南支部担当）

髙谷義信
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執
行
委
員
長
に
選
任
を
頂
き
ま
し
た

北
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
執
行
部
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
日
本
経
済
は
上
向
き
に
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
長

崎
県
内
、
特
に
建
設
業
に
携
わ
る
中
小

の
仲
間
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
現
状
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、

国
は
社
会
保
険
の
加

入
促
進
あ
る
い
は
公

共
工
事
の
設
計
労
務

単
価
を
二
年
連
続
引

き
上
げ
、
そ
し
て
建

設
技
能
者
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
よ
う

と
い
う
狙
い
が
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
、

今
公
共
工
事
の
現
場
で
も
中
々
守
れ
な

い
状
況
、
本
来
な
ら
ば
公
共
工
事
現
場

で
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
て
、
そ
し
て
民

間
の
工
事
現
場
に
ま
で
そ
の
単
価
が
反

映
さ
れ
る
、
そ
う
い
っ
た
状
況
作
り
が

で
き
な
い
と
人
手
不
足
の
解
消
に
は
繋

が
り
ま
せ
ん
。

組
合
と
し
て
は
、
標
準
見
積
書
の
書

き
方
、
法
定
福
利
費
の
全
額
支
給
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
来
年
は
組
合
結
成
七
十
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。
六
十

九
年
間
の
運
動
の
歴
史
を
糧
に
し
な
が

ら
、
こ
の
一
年
間
役
員
と
書
記
局
一
丸

と
な
っ
て
、
組
合
の
諸
運
動
に
全
力
で

邁
進
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う

か
本
日
ご
出
席
頂
い
て
い
る
皆
様
に
も
、

ご
協
力
を
賜
り
、
建
設
長
崎
が
益
々
発

展
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
の
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

私たちは本日、建設長崎第69回定期大会を開
催し、新年度の運動方針として、組織強化と拡大、
仕事と生活を守る取組みを決定した。
安倍政権は、大型の経済政策で公共事業費の増
額や法人税の減税、輸出型企業の競争力強化等を
背景に景気回復を進めているが、それは大企業の
大幅な収益向上のみが目立ち、中小の現場で働く人の仕事と生活は依然厳
しいままであり、消費税増税による物価は上がっても収入は増えず、景気
回復の実感はない。
私たちの念願だった県住宅性能向上リフォーム支援事業は本年も3億円
が予算化され2年目となった。仕事確保と大きな経済波及効果が期待でき
る「住宅リフォーム助成制度」を引き続き、県下各自治体に創設・拡充を
要請し、地域に根ざした地元工務店の受注機会と適正価格の回復によって
若手技能後継者が育つ賃金・労働条件の環境づくりをめざしていかねばな
らない。
また、私たちの生命と健康を守る建設国保は、建設労働者にとって最も
適した健康保険であり、組合の歴史は国保の育成強化を求める運動と連動
して推進してきた。私たちは建設国保の補助金獲得と医療保険制度の一元
化に反対し、全国の仲間とともに建設国保を守る運動に全力で取り組んで
いく。
来年の組合結成70周年に向けて、組織の再構築と拡大を図り、来春の
統一自治体選挙に勝利し、組合員の仕事と生活、命と健康を守り、私たち
が望む政策制度の要求実現を目指していこう。
建設長崎は、仲間の仕事と暮らしを守るため「皆の力を結集して、仕事
確保、労働条件改善、組織強化を図ろう！」をメインスローガンとして本
大会で決定した運動方針を全力で推進することを宣言する。

（
敬
称
略
）

本
部
執
行
委
員
（
佐
東
）

田

中

秀

幸

本
部
執
行
委
員
（
市
南
）

葛

島

俊

幸

本
部
執
行
委
員
（
西
彼
）

松

林

満

男

副
委
員
長
（
浦
上
西
）

前

田

三

男

執
行
委
員
長

相

川

哲

男

本
部
執
行
委
員
（
佐
中
）

末

吉

重

一

本
部
執
行
委
員
（
佐
中
）

田

中

清

士

本
部
執
行
委
員
（
佐
北
）

柚

元

美

則

執
行
委
員
待
遇
（
北
松
）

北

村

亮

樹

退任される役員の皆さんお疲れ様でした

平成26年度本部役員名簿

大会宣言 山下青年部事務局長

新
本
部
役
員

執行委員待遇（市南）
山下 洋二

役
職
名

氏

名

出
身
支
部

職

種

新
再
任
別

◎
執
行
委
員
長

北
村

政
和

西

彼

専

従

新

任

副
執
行
委
員
長

舩
津

栄
市

市

南

専

従

再

任

副
執
行
委
員
長

丸
田

勉

佐
世
保
東

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

髙
谷

義
信

諫

早

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

東

長

崎

大

工

再

任

◎
副
執
行
委
員
長

田
中

秀
則

浦

上

東

左

官

新

任

書

記

長

田
上

一
郎

浦

上

西

専

従

再

任

書
記
次
長

石
田

哲
雄

浦

上

西

専

従

再

任

執
行
委
員

佐
藤

圭
介

浦

上

東

専

従

再

任

執
行
委
員

西
平

博
之

佐
世
保
東

専

従

再

任

◎
執
行
委
員

若
杉

孝
雄

中

央

専

従

新

任

執
行
委
員

内
野

幸
雄

中

央

大

工

再

任

執
行
委
員

本
多

常
秋

中

央

型
枠
大
工

再

任

執
行
委
員

北
村

五
男

大

浦

左

官

再

任

執
行
委
員

平
山

正
則

大

浦

大

工

再

任

執
行
委
員

山
本

秀
夫

市

南

大

工

再

任

◎
執
行
委
員

小
宮

清
治

市

南

大

工

新

任

執
行
委
員

里

澄
宏

東

長

崎

大

工

再

任

執
行
委
員

尾
上

正
範

東

長

崎

左

官

再

任

執
行
委
員

村
岡

広
明

浦

上

西

左

官

再

任

執
行
委
員

佐
藤

昭
彦

浦

上

西

塗
装
工

再

任

執
行
委
員

田
崎

順
一

浦

上

東

畳

工

再

任

◎
執
行
委
員

野
口

耕
平

浦

上

東

内
装
工

新

任

執
行
委
員

植
田

勝
次

西

彼

瓦

工

再

任

執
行
委
員

井
手

保

西

彼

左

官

再

任

執
行
委
員

樋
口

義
雄

諫

早

大

工

再

任

執
行
委
員

田
崎

義
光

諫

早

大

工

再

任

執
行
委
員

伊
藤

一
廣

大

村

大

工

再

任

執
行
委
員

中
尾

政
男

大

村

大

工

再

任

執
行
委
員

木
之
田

隆

島

原

大

工

再

任

執
行
委
員

山
田

哲
夫

島

原

大

工

再

任

執
行
委
員

塚
本

芳
美

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

◎
執
行
委
員

宮
野

喜
吉

佐
世
保
中
央

大

工

新

任

執
行
委
員

茅
原
喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

再

任

執
行
委
員

長
島

則
行

佐
世
保
東

大

工

再

任

執
行
委
員

小
林

健
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執
行
委
員

福
田

栄
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執
行
委
員

須
藤

輝
久

北

松

大

工

再

任

執
行
委
員

近
藤

力
也

北

松

大

工

再

任

執
行
委
員

寺
田

孝
弘

平

戸

大

工

再

任

執
行
委
員

岡
田

眞

平

戸

大

工

再

任

◎
会
計
監
査

平
出

壽
夫

浦

上

西

設
計
士

新

任

会
計
監
査

木
下

忠
明

諫

早

大

工

再

任

会
計
監
査

川
元

俊
彦

佐
世
保
中
央

大

工

新

任

執
行
委
員
待
遇

村
上

昌
也

諫

早

青
年
部

再

任

◎
執
行
委
員
待
遇

山
下

洋
二

市

南

青
年
部

新

任

執
行
委
員
待
遇

馬
場
ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

再

任

執
行
委
員
待
遇

渡
邉

克
子

大

村

主
婦
会

再

任

特
別
執
行
委
員

澤
山

敬
子

本

部

専

従

再

任

特
別
執
行
委
員

渕
上

武
司

北

松

専

従

再

任

◎
特
別
執
行
委
員

大
賀

修
司

諫

早

専

従

新

任

名
誉
執
行
委
員

相
川

哲
男

西

彼

建
築
士

再

任

◎
本
部
理
事

工
藤

是
正

大

浦

大

工

新

任

◎
本
部
理
事

前
田

三
男

浦

上

西

大

工

新

任

本部執行委員（浦上東）
野口 耕平

本部執行委員（市南）
小宮 清治

副委員長（浦上東）
田中 秀則

本部執行委員（佐世保中央）
宮野 喜吉

会計監査（佐世保中央）
川元 俊彦

◎新任

北村政和新委員長
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定期大会に参加して第69回

情
熱
と
誇
り
を
感
じ
た

○
大
浦
支
部

古
里

一
紀

今
回
の
定
期
大
会
に
参
加
し
、

最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
役
員

改
選
の
議
案
で
し
た
。

退
任
さ
れ
る
方
々
の
永
い
月

日
の
出
来
事
や
、
思
い
出
話
を

聞
き
、
組
合
に
対
す
る
情
熱
と

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

同
時
に
、
新
役
員
の
皆
さ
ん

の
団
結
力
と
や
る
気
が
頼
も
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

青
年
部
活
動
に
役
立
て
た
い

○
東
長
崎
支
部

米
村

喜
一

初
め
て
大
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
組
合
の

活
動
方
針
や
、
決
算
・
予
算
な

ど
が
よ
く
解
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
、

今
後
の
支
部
青
年
部
の
活
動
な

ど
に
少
し
で
も
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。

組
合
の
力
強
さ
を
感
じ
た

○
浦
上
西
支
部

下
川

孝
貴

初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

改
め
て
組
合
の
力
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
全
建
総
連
の
勝

野
書
記
長
の
お
話
が
印
象
深
く

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

各
支
部
役
員
の
方
々
の
熱
心

さ
に
感
心
し
、
今
後
も
組
合
の

一
員
と
し
て
出
来
る
だ
け
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
織
力
と
真
剣
な
姿
に
感
心

○
西
彼
支
部

川
口

克
己

大
会
に
初
め
て
参
加
し
、
感

じ
た
こ
と
は
、
来
賓
の
方
の
挨

拶
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
相
川

執
行
委
員
長
の
話
し
に
触
れ
、

人
望
の
厚
さ
と
、
偉
大
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

建
設
組
合
の
組
織
力
の
凄
さ
、

皆
様
の
真
剣
な
姿
に
感
心
し
ま

し
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
て
活
動
内
容
が
解
っ
た

○
中
央
支
部

福
田

修

定
期
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
建
設
長
崎
の
活
動
が
よ
く

解
り
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
大
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な

い
方
々
は
、
一
度
参
加
し
て
建

設
長
崎
が
ど
ん
な
活
動
を
し
、

自
分
た
ち
が
納
め
た
組
合
費
が

ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
知
る
の

も
大
事
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

活
動
内
容
が
解
る
事
で
一
人

一
人
の
認
識
も
変
わ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
建
総
連
の
勝
野
書
記
長
の

情
勢
報
告
は
、
私
の
知
ら
な
い

事
が
多
く
聞
き
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

夢
と
希
望
を
持
て
る
環
境
作
り
を

○
平
戸
支
部

橋
本

利
浩

定
期
大
会
を
終
え
て
、
一
番

に
思
う
事
は
若
手
職
人
の
減
少
。

こ
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
、

や
は
り
職
人
の
賃
金
と
職
場
環

境
の
改
善
だ
と
思
い
ま
し
た
。

未
来
あ
る
若
者
が
夢
と
希
望

を
持
っ
て
職
人
に
な
る
職
場
環

境
作
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

組
合
活
動
の
勉
強
に
な
っ
た

○
佐
世
保
東
支
部

下
田

政
則

今
回
初
め
て
本
部
定
期
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
分
会
長
を
や
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後

の
活
動
の
為
に
も
、
改
め
て
組

合
活
動
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
、
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

議
案
も
ス
ム
ー
ズ
で
い
い
大
会
だ
っ
た

○
佐
世
保
中
央
支
部

大
島

和
敏

今
年
の
大
会
は
、
相
川
委
員

長
が
退
任
さ
れ
る
の
で
議
案
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
き
、
大
会
で
笑

い
声
な
ど
が
聞
こ
え
る
い
い
大

会
だ
っ
た
。

相
川
委
員
長

お
疲
れ
様
で

し
た
。

組
合
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

○
島
原
支
部

田
中

努

本
会
議
だ
け
で
な
く
、
他
の

大
会
参
加
者
と
の
交
流
の
中
で
、

様
々
な
意
見
を
聞
く
事
が
で
き

た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

建
設
業
は
と
て
も
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に

も
、
私
た
ち
の
世
代
が
奮
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
組
合
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

若
年
層
の
力
と
参
加
が
必
要

○
浦
上
東
支
部

中
尾

亮

今
回
、
議
事
に
対
し
て
代
議

員
か
ら
質
問
等
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
れ
は
、
組
合
が
社
会
情
勢

に
沿
っ
た
形
で
あ
る
と
認
識
し

ま
し
た
が
、
組
織
を
活
性
化
す

る
に
は
、
若
年
層
の
参
加
や
力

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

私
は
青
年
部
員
と
し
て
若
者

に
魅
力
あ
る
組
合
に
な
る
よ
う

に
今
後
と
も
支
部
、
青
年
部
の

活
動
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

組
合
全
体
と
地
域
の
和
を
大
切
に

○
佐
世
保
北
支
部

古
里

福
美

初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
し
、

ま
ず
組
合
に
加
入
し
て
二
十
年

近
く
に
な
る
の
に
、
組
合
の
活

動
内
容
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い

自
分
が
恥
ず
か
し
く
、
深
く
反

省
す
る
ば
か
り
で
す
。

今
後
は
組
合
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
組
合
全
体
の
和
と

地
域
の
和
を
大
切
に
し
て
組
合

全
体
が
発
展
す
る
よ
う
に
、
協

力
し
て
今
の
厳
し
い
荒
波
を
乗

り
越
え
て
行
こ
う
と
、
大
変
学

ぶ
事
が
大
き
い
大
会
で
し
た
。

組
織
拡
大
に
貢
献
し
た
い

○
北
松
支
部

田
中

祐
二

昨
年
か
ら
長
崎
で
開
催
さ
れ
、

議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
日
で
し
た
。

今
回
印
象
に
残
っ
た
の
は
相

川
委
員
長
の
勇
退
で
し
た
。

兄
の
話
な
ど
組
合
員
の
事
も

よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
、
私
の
話

に
は
触
れ
ら
れ
ず
少
し
寂
し

か
っ
た
で
す
が
、
長
い
間
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

北
松
支
部
が
拡
大
で
表
彰
さ

れ
、
私
も
拡
大
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

思
い
新
た
に
組
合
運
動
を
頑
張
り
た
い

○
市
南
支
部

小
宮

清
治

私
は
、
長
年
に
わ
た
り
支
部

の
副
支
部
長
を
務
め
て
参
り
ま

し
た
が
、
今
大
会
よ
り
本
部
執

行
委
員
と
し
て
務
め
さ
せ
て
頂

く
事
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
新
旧
役
員
の
交

代
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が

あ
り
、
組
合
に
対
す
る
熱
い
想

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

私
も
、
思
い
を
新
た
に
、
組

合
運
動
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

組
合
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た

○
諫
早
支
部

酒
井

修

初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
し
、

普
段
は
中
々
考
え
る
事
の
な
い

年
間
通
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
、

考
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
会
計
報
告
を
聞
く
事

で
、
組
合
へ
の
関
心
が
高
ま
り

ま
し
た
。
本
日
決
定
し
た
事
項

に
従
っ
て
、
一
年
間
組
合
活
動

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

○
大
村
支
部

早
川

和
男

初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
組
合
も
入
っ
た
ば

か
り
で
、
わ
か
ら
な
い
事
ば
か

り
で
し
た
が
、
今
回
の
大
会
で

組
合
の
様
々
な
取
り
組
み
な
ど

が
わ
か
り
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
出
来
る
限
り
組
合
活

動
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第２回定期総会開く
（一社）長崎県中小建設業協会

技
能
後
継
者
に

魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
構
築
を

と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た

○
書
記
局
（
中
央
支
部
担
当
）

小
島

三
佳

初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
組
合
員
さ
ん
の
声

を
生
で
聞
く
こ
と
が
出
来
て
、

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

北
村
委
員
長
の
も
と
、
組
合

員
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

日
々
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

真
摯
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

○
書
記
局
（
長
建
国
保
担
当
）

松
崎

輝
美

初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
色
々
な
課
題
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
る
組

合
員
の
皆
様
の
姿
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

日
々
現
場
で
お
仕
事
を
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
組
合
員
の
皆

様
の
為
に
、
私
自
身
も
真
摯
に

頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

組
合
員
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

○
書
記
局
（
本
部
担
当
）

山
本
祐
一
郎

私
は
今
回
が
初
め
て
の
定
期

大
会
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
現

在
の
建
設
業
界
の
課
題
や
、
被

災
・
防
災
に
お
け
る
建
設
業
の

役
割
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
一
年

間
の
組
合
の
活
動
を
知
る
、
と

て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
頑
張
り
た
い

○
書
記
局
（
島
原
担
当
）

牛
島

貴
裕

今
回
初
め
て
建
設
長
崎
定
期

大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
大

会
の
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
「
組

合
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
」

「
書
記
局
員
と
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
」
を
改
め
て
考
え
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
組

合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

協
会
は
、
平
成
二
十
六
年
七

月
二
十
二
日
㈫
、
長
崎
県
農
協

会
館
に
お
い
て
一
般
社
団
法
人

に
移
行
し
て
二
回
目
の
「
定
期

総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
出
副
会
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
主
催
者
を
代
表

し
て
、相
川
会
長
は
、が
ん
ば
く

ん
募
金
へ
の
寄
付
や
建
設
業
界

を
取
り
巻
く
現
状
を
報
告
し
た

う
え
で
、「
建
設
産
業
の
将
来

的
な
展
望
を
見
据
え
、
国
や
県
、

建
設
業
界
が
一
体
と
な
り
、
多

く
の
若
年
技
能
後
継
者
が
入
職

す
る
魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
構

築
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
、「
更
な
る
飛

躍
発
展
の
た
め
、
会
員
皆
様
の

総
力
を
結
集
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
長
崎
県
土
木
部
の
平
松

参
事
監
及
び
（
一
社
）
長
崎
県

建
設
業
協
会
の
谷
村
隆
三
会
長

に
、
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
五
年

度
の
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
決

算
報
告
。
ま
た
、
平
成
二
十
六

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
歳

入
歳
出
予
算
（
案
）
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
相
川
会
長
の
続

投
が
承
認
さ
れ
、
副
会
長
に
つ

い
て
も
里
雄
二
郎
氏
、
平
出
壽

夫
氏
、
髙
谷
義
信
氏
、
小
林
健

治
氏
の
再
任
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

7．22 長崎県農協会館

平成26年度 長崎県特定健診（集団健診）実施日程表〈市町の共同実施分〉
平成26年度特定健康診査の各市町における集団健診の日程です。
特定健康診査は各市町で受診する事も出来ます。
お住まいの地区で実施される集団健診日程の中で、都合のよい日をご利用
下さい。
なお、各市町の集団健診をご利用される場合、以下の注意事項があります。

《注意事項》
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」及び「保険証」、記入済
み「質問票」を必ず持参して下さい。事前予約等は必要ありません。

（但し、佐世保市、大村市、対馬市、長与町は事前に要予約となります。
また、それぞれの各市町に住所を有する方のみ受診可能、となっており
ますのでご注意下さい。）
2．集団健診実施の市町であっても、各市町国保加入者等の健診が優先と
なる為、会場によっては予定人数に達する等の理由により、受診出来な
い場合もあります。
3．掲載の日時、会場等については、変更される場合もあります。
（※詳しくは各市町が発行している広報紙をご覧下さい。）
毎日を健康に過ごす為、年に一度、特定健診を受診しましょう！

今月号には10月～12月の
実施分のみ掲載しています。

がん検診

肺がん、大腸がん、前立腺がん

肺がん、大腸がん、前立腺がん

肺がん、大腸がん、胃がん（午
前中のみ）、前立腺がん
肺がん、大腸がん、胃がん（午
前中のみ）、前立腺がん
肺がん、大腸がん、胃がん（午
前中のみ）、前立腺がん
肺がん、大腸がん、胃がん（午
前中のみ）、前立腺がん
肺がん、大腸がん、胃がん（午
前中のみ）、前立腺がん

肺がん、大腸がん、胃がん、前
立腺がん

胃がん、大腸がん

会 場

川原地区公民館

椿が丘自治公民館
岳路自治公民館

大浦地区公民館

総合地域施設（宮崎集会所）
三和木場自治公民館

健康づくりセンター

晴海台地区公民館

為石地区公民館

蚊焼地区公民館

南公民館
新戸町公民館

福田地区公民館

ダイヤランド・小ヶ倉ふれ
あいセンター

長崎ワシントンホテル

北公民館（チトセピア3Ｆ）

滑石公民館

南部市民センター2Ｆ

西公民館

中央保健センター
（市役所別館地下1Ｆ）

長崎ワシントンホテル

小江原地区ふれあいセンター

江平地区ふれあいセンター

三川地区ふれあいセンター
緑が丘地区ふれあいセンター

北公民館（チトセピア3Ｆ）

飯盛ふれあい会館

日 時

9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30

9：00～11：00

9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30

9：30～11：00

9：00～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00

8：30～11：00

10月1日

10月2日

10月3日

10月6日

10月7日

10月8日

10月9日

10月10日

10月15日

10月17日

10月24日

10月25日

10月29日

10月30日

11月15日

11月26日

11月28日

12月1日

12月2日

12月3日

12月4日

12月5日

10月5日

長崎市

諫早市

がん検診

胃がん、大腸がん

胃がん、大腸がん

肺がん、大腸がん

肺がん、大腸がん

肺がん、大腸がん

肺がん、大腸がん

肺がん、胃がん、大腸がん、乳
がん、子宮がん
肺がん、胃がん、大腸がん、乳
がん、子宮がん

大腸がん、肺がん、前立腺がん

大腸がん、肺がん、前立腺がん

大腸がん、肺がん、前立腺がん

胃がん、大腸がん、肺がん、前
立腺がん
胃がん、大腸がん、肺がん、前
立腺がん
胃がん、大腸がん、肺がん、前
立腺がん
肺がん、胃がん、大腸がん、子
宮がん、乳がん、前立腺がん

会 場

飯盛ふれあい会館

高来会館

郡地区公民館

大村市民会館

大村市コミュニティセンター

大村市コミュニティセンター

小船越コミュニティセンター
豊玉町保健センター
今里漁民センター
美津島文化会館

美津島文化会館

仁田コミュニティーセンター
峰地区公民館
琴住民センター
上対馬総合センター
上県町ふれあいプラザ
上県町地域福祉センター
久根保健福祉館
金田小学校体育館
豆酘小学校体育館
ありあけ会館

長与町健康センター

長与町健康センター

木場研修施設
総合会館保健センター
坂本コミュニティセンター
総合会館保健センター

総合会館保健センター

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

佐々町健康相談センター

日 時

8：30～11：00

8：30～11：00

9：00～10：30
13：00～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
7：00～8：00
9：30～11：00
7：00～8：30
10：00～11：30

8：00～11：00

7：00～8：30
10：00～11：30
7：00～7：45
9：30～10：30
7：00～8：00
9：30～11：00
7：00～8：15
10：00～11：30
7：00～8：15
10：00～11：30

9：00～11：30

9：00～11：30

8：30～10：30
13：00～15：00
8：30～10：30
13：00～15：00

8：30～14：30

午前中

午前中

午前中

7：00～11：00

10月6日

10月7日

11月17日

11月18日

11月19日

11月20日

10月18日

10月20日

10月21日

10月22日

10月23日

10月24日

10月25日

10月26日

11月14日

11月15日

11月6日

11月7日

11月9日

10月8日

10月9日

10月10日

10月1日

諫早市

大村市

対馬市

長与町

東彼杵町

川棚町

佐々町

新役員を代表して挨拶する相川会長更なる発展のため会員の総力を結集しよう

毎月1回15日発行 2014年（平成26年）8月15日発行建 設 長 崎第590号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�
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本
部
青
年
部

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
日
帰
り
旅
行
会

受講申し込み先／問い合わせ先

………………………………………

………………………………………住宅省エネルギー化の必要性

国の取り組み

長崎県と建設長崎の取り組み

諫早・
県央地区

長崎
地区

佐世保
地区

全
国
青
協
交
流
集
会
へ
参
加

七
月
十
三
〜
十
四
日
に
開
催

さ
れ
た
全
国
青
協
交
流
集
会
に

参
加
し
て
来
ま
し
た
。

今
回
は
熊
本
県
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
で
、
五
月
に
開
催
予

定
で
あ
っ
た
九
地
協
交
流
集
会

を
取
り
止
め
て
、
今
回
の
集
会

に
建
設
長
崎
よ
り
十
名
（
県
北

総
支
部
よ
り
九
名
）
参
加
。
九

州
の
各
県
連
・
組
合
か
ら
は
七

十
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。建

設
長
崎
第
六
十
九
回
定
期

大
会
と
日
程
が
重
な
っ
て
い
た

為
、
途
中
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
県
北
総
支
部
の
青
年
部
の

メ
ン
バ
ー
に
は
初
め
か
ら
参
加

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
、
交
流
企
画
で
十
四
班

に
分
か
れ
て
、
各
班
で
4
コ
マ

漫
画
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
し
た
班
の
内
容
は
、
現

場
で
実
際
に
あ
っ
た
失
敗
談
で
、

解
体
す
る
住
宅
を
間
違
え
、
隣

家
を
解
体
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
内
容
で
し
た
。

翌
日
は
、
市
電
を

四
台
貸
し
切
り
、
熊

本
城
の
見
学
で
し
た

が
、
大
雨
に
見
舞
わ

れ
、
そ
れ
も
ま
た
記

憶
に
残
る
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
本
部
青
年
部
長

村
上

昌
也
）

〜
近
場
で
ゆ
っ
く
り
親
睦
旅
行
〜

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
で

は
、
七
月
二
十
五
日
㈮
に
全
体

四
十
名
の
参
加
で
、『
日
帰
り

旅
行
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
近
場
で
ゆ
っ
く
り

と
い
う
こ
と
で
、
軍
艦
島
見
学

と
伊
王
島
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

軍
艦
島
は
桟
橋
が
故
障
し
て

お
り
、
上
陸
し
て
の
見
学
が
出

来
ず
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
付
き
の
船

上
か
ら
の
見
学
と
な
り
ま
し
た

が
、
島
の
盛
況
だ
っ
た
当
時
の

状
況
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で

し
た
。

そ
の
後
伊
王
島
に
移
動
し
、

時
間
た
っ
ぷ
り
の
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
大
会
。

お
酒
も
進
む
中
、
今
後
の
分

会
、
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
の

話
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
で
楽

し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
尾
崎

光
生
）

七
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
に

か
け
て
長
崎
に
全
建
総
連
街
宣

車
が
来
て
県
内
の
宣
伝
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

九
州
一
円
を
消
費
税
反
対
の

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
き
た
街
宣

車
を
雲
仙
市
多
比
良
港
で
十
八

日
に
熊
建
労
か
ら
引
き
継
ぎ
、

そ
の
日
は
、
島
原
半
島
を
一
周
。

翌
日
は
長
崎
市
内
か
ら
西
彼

杵
半
島
を
通
り
佐
世
保
市
内
を

通
り
、
嬉
野
イ
ン
タ
ー
で
佐
賀

建
連
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

消
費
税
は
今
年
四
月
に
八
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
来
年
十
月

に
は
、
更
に
一
〇
％
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

全
建
総
連
は
、
消
費
税
の
引

き
上
げ
に
反
対
し
、
全
国
の
仲

間
と
一
緒
に
な
っ
て
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
巡
回
宣
伝
を
全
国
的
に

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

建
設
長
崎
も
署
名
活
動
を
中

心
に
反
対
運
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
（
石
田
）

建設現場従事者の産業廃棄物・
汚染土壌排出管理者講習会
新築、解体、リフォーム、設備、内装、掘削工事など、広く建設現
場に従事される方々を対象に、産業廃棄物や汚染土壌の適正処理に関
する講習会を開催します。
有害廃棄物による健康被害や不法投棄などのトラブルを防ぐための
正しい知識や情報を身につけることが目的です。

日 程：産業廃棄物コース
平成26年 10／24、12／12
平成27年 2／13、3／13

日 程：残土・汚染土コース
平成26年 9／18、11／13
平成27年 2／26

時 間：13：00～15：00
場 所：（公財）産業廃棄物処理事業振興財団…東京・神田駅前
受講料：3，000円（テキスト代含む）

－出張講習（講師派遣）もいたします－
講習終了後に修了試験を行い、合格者には、修了証及び修了を示

すステッカーを授与します。

公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団 講習会事務局
●電話03－3526－0155 ●Ｅメール seminar@sanpainet.or.jp
●ホームページ（産廃情報ネット）http://www.sanpainet.or.jp/

長崎県住宅省エネルギー施工技術講習会
開催のご案内【CPD認定講習6単位】

近年、地球温暖化の影響による環境の変化で、例年に類を見ない集中豪雨や高温化現
象がみられ、この対策として自然エネルギーの活用が緊急課題となっています。

そこで、国は住宅・建築分野における重要課題として、自然環境に優しい低炭素社会
に向けた省エネ住宅・エコリフォームの促進を決定しました。そこで、当面の取り組み
として、新築住宅における省エネ基準適合率を平成32年度までに100％にすることを目
標に掲げ、施工者や設計者を対象とした施工講習会を全国各地で開催しながら20万人の
技術者の賛成を進めています。

長崎県内でも2千名程度の賛成を目標に各地で講習会を開催しており、既に大手や地
場の住宅企業の職方さん等を中心に現在まで426名（一昨年167名、昨年259名）が受講
され、いち早く関連する助成制度の活用や、新基準の省エネ住宅に対応されています。
つきましては、今後住宅省エネルギーが義務化されるにあたり、建設長崎としても新
基準の省エネ住宅の施工やエコリフォームの需要に対応できるように、標記講習会を開
催します。

・日時 平成26年10月5日㈰ 9時受付、9時30分～17時（講習、終了考査等）
・会場 つくば倶楽部 諫早市津久葉町5－115（貝津工業団地内）0957－25－2560
★申し込み先
建設長崎諫早支部（諫早市八天町21－11） FAX0957－24－1794 TEL0957－24－3800
※申し込み締切り 平成26年9月26日㈮

・日時 平成26年10月25日㈯ 9時受付、9時30分～17時
・会場 建設長崎本部 長崎市城山町17－58
※申し込みは、（一社）長崎県中小建設業協会 FAX095－824－7563 TEL095－824－4028

・日時 平成26年11月22日㈯ 9時受付、9時30分～17時
・会場 佐世保市労働福祉センター 佐世保市稲荷町2－28
※申し込みは、（一社）長崎県中小建設業協会 FAX095－824－7563 TEL095－824－4028

★受講費用等
受講料 1，000円 終了証発行手数料 賞状型1，000円、カード型2，000円
※代金は当日会場で徴収します。
※カード型終了証は顔写真が必要です。カード型終了証をご希望の方は講習会受付時に
写真撮影を行います。

★申し込み方法 別紙、申し込み用紙にてFAXか郵送、持参して頂くかして申し込みください。

主催 長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会
事務局（一財）長崎県住宅・建築総合センター内 TEL095－825－6944

全建総連街宣車で県内宣伝行動
～相川会長、田上書記長、

石田書記次長で～

★施工技術者講習カリキュラム
受 付
開会、趣旨説明、スケジュール確認
施工技術者講習テキスト・基本編
第1章 これからのすまい
第2章 建築による省エネ化
第3章 設備による省エネ化
第4章 断熱設計
第5章 開口部設計
ＤＶＤ放映、断熱施工、設備配管
昼休み（昼食は各自で準備）
施工技術者講習テキスト・基本編
住宅の断熱施工
第6章 断熱リフォーム
第7章 住まい方と維持管理
第8章 省エネルギー基準
第9章 関連基準と制度について
模型解説、修了考査問題配布、説明、修了考査、
考査問題解説、アンケート記入、閉会

9：00～9：30
9：30～9：40

9：40～12：00

12：00～13：00

13：00～17：00

各班に分れて、4コマ漫画を作成中

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第590号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2014年（平成26年）8月15日発行
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